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２-３．ねたてのまちベースミーティング、市民などへの取組み 

取組み方針①：ＮＢミーティングの今年度テーマの検討と取りまとめ及び情報収集、

意見集約の機会を支援する。 

取組み方針②：ＮＢミーティング定例会への参加者の増加及び組織強化を図るため、

対外的な活動を通してまちづくりに関する活動の輪を広げる。 

取組み方針③：市民に対し、跡地利用への興味関心を高めるため情報発信を行う。 

 
（１）NB ミーティングの定例会活動支援 

１）取組み概要 

市民の関心ごとの一つとして、現在居住している地域が今後どのように変化するのかと
いう事が挙げられる。そのため昨年度に引き続き、今年度の検討テーマを「周辺市街地から
考える普天間飛行場跡地利用計画」と設定し、年度前半は普天間飛行場に隣接する地域の将
来的な変化の可能性について学習した。また、年度後半についてはコロナ禍における会の運
営のあり方を中心に議論を行った。 

 

２）取組みスケジュール 
  No 開催日 議題及び取組内容 

１ ６月 15 日 

・今年度の取組み（事務局案の説明） 
・ NBM活動方針について 
・琉球大学との連携について 
・先進地視察会のテーマについて 

２ ７月 20 日  

・跡地利用計画の検討状況及び内容について 
・NBM活動方針について 
・「まちあるき」について 
・先進地視察会のテーマについて 

３ ８月 17 日  
・跡地利用計画の検討状況及び内容について 
・「まちあるき」について 
・ NBM活動方針について 

４ 9 月 21日 

・みどりの中のまちづくりに必要な機能 
・跡地利用計画の検討状況及び内容について 
・視察受入先に対する質問事項について 
・「まちあるき」について 
・ NBM活動方針について 

５ 10 月 19 日 

・みどりの中のまちづくりに必要な機能 
・跡地利用計画の検討状況及び内容について 
・「まちあるき」について 
・ NBM活動方針について 
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No 開催日 議題及び取組内容 

６ 12 月 21 日 
・活動の継続について 
・「伊佐区のまちあるき」の開催可否について 
・今後取り上げてほしいテーマについて 

７ 1 月 18 日 ・今後議題として取り上げてほしいテーマについて 

８ ２月 15 日 ・今後議題として取り上げてほしいテーマについて 

９ ３月 15 日 
・次年度の取組みについて 
・正副会長の選出 

写真：定例会の様子① 写真：定例会の様子② 
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３）取組み成果と今後の課題 

【取組み成果】 

●跡地利用計画の内容と周辺地域への影響について 
・これまではまち歩きなどのフィールドワーク中心であったが、コロナ禍の影響もあり
オンライン会議が中心となったことから、改めて跡地利用計画の現在の進捗状況を伝
え、それを踏まえて今後まち歩きを予定している地域の将来的な変化の可能性につい
て議論した。（図1参照） 

●若い世代との連携の可能性について 
・昨年度から大学生が定例会に参加し、大学のゼミと連携した取組み事項について継続
した検討を行った。コロナ禍で話が保留となり実現には至らなかったものの、学生や
若い世代の考え方について定例会の場で伺う機会を設けることができた。 
 

【今後の課題】 

●定例会の開催方法について 
・今年度はコロナ禍の影響もあり毎月オンラインでの開催を行ったが、コロナが収束し
対面会議ができる状況となるまで、定期的な開催という会の持ち方を検討した方がよ
いのではないかという会員からの意見が上がったことから、定例会のあり方について
検討する必要がある。 

図１：普天間飛行場に隣接する地域の将来的な変化の可能性 
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●市民への情報提供 
・「全体計画の中間取りまとめ（第2回）」の策定が次年度予定されていることから、市
民等に対して普天間飛行場跡地利用計画の状況など情報提供を行う必要がある。 

●地域との継続した連携 
・今年度はコロナ禍のため実施できなかったが、今後も「まち歩き」を継続的に実施
し、地域の課題や要望等の意見集約を図り、跡地利用計画に反映すべき点を取りまと
めていく必要がある。 

●市内組織への情報提供 
・市内の各種組織等に対して、「全体計画の中間取りまとめ（第2回）」策定後、普天間
飛行場跡地利用計画の状況など情報提供を行う必要がある。 
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（２）情報誌「まち未来だより」の作成・発行 
１）取組み概要 

市内全世帯に対して跡地利用に関する情報や行政・NBミーティングの取組みについて情
報の提供を目的として、「まち未来だより」を作成し、発行した。 

 
 

２）情報発信の内容 

回 数 発送時期 主な掲載内容 

第13号 令和 4年３月 
〇報告事項 
・まちづくり座談会の開催報告 
・先進地視察会の開催報告 

 

 

３）取組み成果と今後の課題 

【取組み成果】 

●市民目線のまちづくりの考え方に関する情報発信について 
・市民に対し、まちづくりについて考える際の視点について、本業務の取組みか
ら得られた事例を通して発信することができた。 

 

【今後の課題】 

●市民が跡地利用のまちづくりに興味関心を持つための工夫 
・今年度も対話、対面形式による取組みを極力減らす形で業務を進める事となった。 
次年度も同様に、対話、対面形式での各種取組みに対する影響が想定されるため、
市民への情報支援ツールとして「まち未来だより」の重要性は非常に高い。そのた
め、紙面の見やすさ、分かりやすさについては更なる工夫を凝らし、より多くの市
民に見ていただけるよう努める必要がある。 
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図：「まち未来だより」vol.13（表面） 
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図：「まち未来だより」vol.13（中面） 


